
トートボックスの荷物の積載について
トートボックス（ラージ及びスモール）は、下記の条件及び範囲で荷物を積載することがで
きます。
「取扱説明書（シティサイクル・実用車編）」P32“＊乗せられる荷物の大きさ”と内容が一部
異なりますのでご注意ください。

◦	規定の大きさや重さを超えて荷物を積載すると、自転車の安定性が損なわれ、転倒・事
故を起こすおそれがあります。積載条件を超えて荷物を積載しないでください。

◦	個人差がありますので、積載条件の範囲内であっても、運転に不安を感じる場合は、ご
使用しないでください。

◦	標準装備のリヤバスケットを外してリヤキャリヤに荷物を乗せるときは、固定用のひ
も・ベルトがたるまないようにしてください。（車輪への巻き込み防止）

◦	愛犬を乗せる場合は、必ずトートボックス専用ぺットバッグ（PB-TB）をご使用くだ
さい。またペットバッグをご使用の際は、必ずペットバッグの取扱説明書に従ってご
使用ください。

◦	トートボックス専用ぺットバッグ（PB-TB）をフロントバスケット（専用BOXバス
ケット（15TB））に装着して使用する場合は、トートボックス専用スーパーラクラク
ワイドスタンド（SRW18／SRW22）との併用が必須となります。安定性を保つた
め、スタンドを取り換えてご使用ください。

 警　告

＊乗せられる荷物の大きさ

◆フロントバスケットを装着した場合は、バスケット内に収まる大きさまで。
　※フロントバスケットを装着しない場合は、荷物は乗せられません

◆�リヤキャリヤに標準装備のリヤバスケットを利用する場合、およびバスケットを外し
てリヤキャリヤに荷物を乗せる場合は下図の大きさまで。
　�ただし、標準装備のリヤバスケットにオプションのトートボックス専用ペットバッグ
（PB-TB）を装着した場合、ならびにトートボックス専用クーラートートバッグ（RIB-
TB）をリヤバスケットに入れた場合には、高さの範囲（キャリヤから高さ30cmまで）
を超えますが、走行上の安全性を確認していますのでご使用できます。
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＊乗せられる荷物の重量

◆フロントバスケットに乗せられる荷物の重量

ステンレスバスケット（SV13）を
装着した場合

荷物の重量が3kgまで
　※専用ペットバッグ（PB-TB）は使用できません

専用BOXバスケット（15TB）を
装着した場合

荷物の重量が5kgまで

専用ペットバッグ（PB-TB）装着時は、3.7kgまでの
小型犬

バスケットを装着しない場合 荷物は乗せられません

◆リヤバスケット／リヤキャリヤに乗せられる荷物の重量

フロントバスケットを装着せず、
標準装備のリヤバスケットを
使用する場合

バスケットの重量と荷物の重量の合計が27kgまで
　※標準装備のリヤバスケットの重量は約2㎏

専用ペットバッグ（PB-TB）装着時は、8.0kgまでの
小型犬

フロントバスケットを装着し、
標準装備のリヤバスケットを
使用する場合

前後の荷物の重量とリヤバスケットの重量の合計が
30kgまで
　※標準装備のリヤバスケットの重量は約2㎏
　例1）�フロントに専用BOXバスケット（15TB）を装

着し5㎏の荷物を乗せた場合、リヤバスケット
に乗せられる荷物はバスケット重量を差し引い
た23kgまで

　例2）�フロントにステンレスバスケット（SV13）を
装着し3㎏の荷物を乗せた場合、リヤバスケッ
トに乗せられる荷物はバスケット重量を差し引
いた25kgまで

専用ペットバッグ（PB-TB）装着時は、8.0kg以下の
小型犬

フロントバスケットを装着せず、
リヤバスケットを取り外し
リヤキャリヤを使用する場合

荷物の重量が27kgまで
　※�固定用のひも・ベルトで荷物を固定する場合のみ、

荷物を乗せられます

フロントバスケットを装着し、
リヤバスケットを取り外し
リヤキャリヤを使用する場合

前後の荷物の重量の合計が30kgまで
　※�固定用のひも・ベルトで荷物を固定する場合のみ、
荷物を乗せられます
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